
●原因：マダニを介したSFTSウイルス

●好発季節：春～秋

●症状：発熱・嘔吐・腹痛・下痢・頭痛・筋肉痛・リンパ節腫脹

＜合併症＞中枢神経障害(意識障害等), 死亡率：10-30%

●診断：ウイルス分離・DNA検査(保険適応なし。保健福祉事務所)

●治療法：なし

●予防法：マダニに咬まれないような格好。

肌の露出を少なくする。上着や作業着は家の中に持ち込まない。

野外活動後のシャワー。

SFTS：重症熱性血小板減少症候群
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